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ゴー！つばさ 号外
第3回コロナワクチン勉強会のご報告

12月15日、第3回コロナワクチン勉強会を開催しました。第１回、第２回よりやや少な目

でしたが、皆さん熱心にお話を聴いて下さり、質問もたくさんいただきました。ご参加下さ

った方々、準備のお手伝いをして下さった方々、本当にありがとうございました。

今回もCBCの報道部記者さんが取材に来てくださいました。大石邦彦キャスターは名古

屋市の「文喫」という本屋さんでのサイン会のため欠席でしたが、前日参加した名古屋市

立大学で行われた「薬害根絶フォーラム」の会場でお会いし、少しだけお話をしました。

「反響はどうですか？」と言われたので「皆さん喜んでくださいました」と答えました。今

回も全国有志医師の会のメンバーである名古屋の勤務医の先生が駆けつけてくれ、栄養

学の重要性をお話してくださいました。先生、ありがとうございました。

CBC「チャント」の報告

ご存知の方も多いと思いますが、12月10日に放映されたCBCの情報番組「チャント」に

ワクチン反対派医師の代表として私が出演しましたので、初めにその報告をしました。12

月5日に記者さんから取材依頼の電話があり、翌日収録という早業でした。30分ほどの取

材にしてはちょっと出番が少なかったですが（笑）、推進派の医師の話も紹介して、あま

り偏らないようにしつつ、最後に大石さんが「国は接種を勧めるのであれば、副反応につ

いて科学的な説明をする必要があると思います」と締めくくってくれました。大石さんの思

い、私の熱き心が伝わっていれば幸いです。

ワクチン被害の実態

コロナワクチンとその他のワクチンの健康被害の状況

を説明しました。死亡例に限っては他の全てのワクチン

の過去47年間分よりも、コロナワクチンの３年10か月分

の方が6倍近く多いことを紹介しました。また、ワクチン

接種後にコロナ感染者が増えていること、死者数も増

えていることを説明しました。それでも厚労大臣は「重

大な懸念事項はない」として接種を勧めていることを

（厚労省発表データより） お話ししました。

ワクチン後遺症治療について

全国有志医師の会が結成した「ワクチン問題研究会」という団体があります。コロナワ

クチン後遺症の診断法、治療法の研究を行っています。そのメンバーでもある兵庫県宝塚

市の児玉慎一郎先生が「ビタミンD補充療法」を研究されています。ワクチン後遺症患者

さんにはビタミンDが欠乏している人が多く、補充することで症状が改善する例がある、と

いうことです。国はコロナ後遺症の治療には力を入れつつありますが、ワクチン後遺症は

完全無視です。国が推奨したワクチン接種が原因で生じた健康被害。本来ならば国が面

倒を見るべきなのに「有志」という形で民間の医師たちが費用を捻出して研究をしている

のです。コロナワクチン後遺症治療とコロナ後遺症治療、根っこは同じです。勉強会では

クラウドファンディングのお願いもしました。ワクチン問題研究会のホームページから寄付

のサイトに到達できます。温かいご支援をお待ちしております。


